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３ 要旨 

避難指示区域では放射性物質に汚染された大部分の農耕地において農地除染（表土剥ぎ、客土）が実施されている。

この際、客土の種類によっては地力低下が懸念されている。また、避難指示区域では未だに畜産業が再開されていない

ことから良質な堆肥が不足している。本課題では、大熊町の除染後農地（表土剥ぎ、客土）において、避難指示区域で流

通可能な混合堆肥複合肥料を利活用し、コマツナ栽培における窒素肥効の持続性を評価した。 

(1) 今回用いた混合堆肥複合肥料は天栄村で生産された豚ぷん堆肥を利用し、朝日工業(株)が混合堆肥複合肥料（豚ぷ

ん堆肥に化成肥料を混合して成分を調整した肥料）として製造した。 

(2) 1 作目に混合堆肥複合肥料及び化学肥料を施用し、2 作目は無施肥で、1 作目の残効によりコマツナを栽培した。 

(3) 混合堆肥複合肥料区は化学肥料区と比べ、2 作目のコマツナの葉長が長く、新鮮重、乾物重が高まった（図１）。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 混合堆肥複合肥料を用いたコマツナの葉長、新鮮重及び乾物重の比較 

（化学肥料区を 100 とした場合の相対値） 
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